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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　５月　２日　（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　三浦　雪枝　　　　記録　乙崎　義幸

	小向
	橋本
	小林
	竹内
	藤原
	阿部
	三浦
	佐々木
	平間

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	休憩
	公休
	病欠
	病欠
	○
	深夜
	公休

	天間
	久保
	工藤
	清川
	田ノ上
	相馬
	高橋
	根城
	池田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	深夜
	CD留守
	○
	○
	A留守
	準夜
	CD留守
	欠勤

	加藤
	富沢
	貝塚
	小笠原（麻）
	大嶋
	小笠原（実）
	　野中
	神田
	門上

	準夜
	公休
	深夜
	公休
	　

公休
	CD留守
	ローテ
	南山
	南山

	坂本
	上野
	沼山
	小嶋
	鈴木
	乙崎
	
	
	

	南山
	公休
	公休
	○
	○
	○
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞
・禁煙アンケートが来ています。煙草を吸わない方も記入をお願いします。

期限は5/6までとなっていますが、できるだけ早く記入し、封筒に入れて下さい。

・5月に入ったので、月々の評価・カルテのチェックをして下さい。

・川端Drのカンファレンスの検討書式についてです。

現病歴や入院してからの経過、書式の赤字で書かれているところのチェックをお願いします。また、カンファレンスの司会原稿を用意してあるので、その日のリーダーは司会ができるようお願いします。

・モーニングミーティングのまとめ方についてです。

　患者動静報告の感染情報の嘔吐・下痢のチェックは、感染症状と疑われる嘔吐・下痢の場合のみチェックを入れて下さい。精神症状による嘔吐・下痢は感染情報には含まないようにして下さいとのことです。

・院内花見が5/9(月)、10(火)の予定となっています。参加メンバー、時間は印刷してナースステーションに置いておくので、各自確認をお願いします。

　また、分担表はまだ出来ていませんが、その日のプログラムは全て「花見」とし、入浴も中止とのことです。

・家族支援からです。4月の面会・外泊状況の入力をお願いします。

　また、面会に来ていない御家族へは面会の促しを行っていって下さい。

・南病棟の実習予定はありませんが、来週から八戸短大の実習生が来ます。

・春の会の会費をまだ払っていない人は、早急に担当スタッフへ支払いを行って下さい。夜勤だったスタッフも料金が決まったら支払いを行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　寿雄様、勝田　ヒモエ様、島脇　てる様～

　　　　　5/9までインスリン施行指示があります。指示箋に従い行ってください。

・島脇　てる様～点滴が同内容(生食100ml+ロゼクラート1V)で2日分処方となっています。トラブルのないように施行しましょう。

また、本日、呂Dr指示にて酸素止めとし経過観察としていましたが、酸素飽和濃度の低下あり、継続で流入するようにとのことです。呼吸状態やチアノーゼの有無等観察を行っていきましょう。

・北山　和子様～5/17まで発熱・排便困難時の予測指示が出ています。

・澤田　ムメ様～5/3昼～前回と同様の臨時薬が7日分処方となっています。

1 ツムラ54　抑肝散（漢方製剤）3P　3×vdE

2 フルニトラゼパム(1)（催眠鎮静剤、抗不安剤）　1T

3 プラバスタチンNa(10)（高脂血症用剤）　1T

バレリン(100)（抗てんかん剤）　1T

セロクエル(100)（精神神経用剤）　1T　1×夕後

4 コリネール(10)（血管拡張剤）　1T　1×朝後

　　　　　　　　夜間の睡眠状況や日中の動き等、観察行っていきましょう。

· 西澤　久様～本日昼から一日分の内服薬が処方となっています。

①ツムラ54　抑肝散（漢方製剤）　3P

　テグレトール細粒50%（抗てんかん剤）　0.2g　3×ndE/1T

②ロゼレム(8)（中枢神経系用剤）　1T

　スローハイム(10)（催眠鎮静剤、抗不安剤）　1T　1×vds/1T

　　　　　　　　点滴は採血の結果で明日どうするか決めるとのこと。

　　　　　　　　夜間の睡眠が不安定な為、睡眠表を作成し、チェックするようにとのことです。カルテに挟んであるので、各勤務帯にて忘れずに行って下さい。本日昼より、食事形態を「粥、キザミ」に変更しています。摂取状況やむせこみの有無・誤嚥に注意し観察して下さい。また、麺・パン禁、塩分5gは継続しています。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・吉田　寿雄様～他室侵入し、他者のタオルケットや衣類などを収集している事あります。各勤務帯、本人の身の回りの物を確認していきましょう。また、本人の所在確認を行えるように、人員配置を行うようにして下さい。

